
 

 

 

１０月１０日は目の愛護デー 
テレビなどの動画を長時間見せていませんか？ 

いろいろなものを見せよう！ 

 いろいろな距離のものを見ること

が、見る力を育てます。遠くを見る

時は目の周りの筋肉が緩みます。「あ

のてっぺんの木をみてごらん」など、

具体的に声をかけてあげましょう。 

外から帰った後、遊びの後、食事やおやつの前には必ず正しい手洗いをしましょう。３０秒くらい

かけて、隅々まで丁寧に洗うことが大事です。３歳まではお家の人の援助や見守りが必要です。 

●前髪はスッキリと 

 前髪が長いと、毛先が目

に入って目に傷を付けたり、

炎症(結膜炎)を起こしたり

するもとに。前髪は切り揃え

るか、結んであげましょう。 

●目やにはそっと、 

 外側に向かってふく 

 清潔なタオルを軽く濡らして

目やにに当て、そのまま外側に

ふき取りましょう。汚れが目の中

に入るのを防ぎます。乾いた目

やには、ふやかしてから取って

あげましょう。 

８・９月は園内での感染症は見られませんでした。し

かし、全国的にインフルエンザの疾患者が増加してい

ます。予防接種の特性を知って、早めに接種を受け

ましょう。 

 成長するにつれてスマホやタブレット、テレビ等の視聴時間が長く

なりがちです。無制限にそれらと付き合うことが、子どもの発達に悪

影響を与えるといわれています。 

くらいしこども園 
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家族でルールをきめましょう 

 スマホやテレビを見る時間を決

めましょう。大人がスマホを使いす

ぎていたり、テレビを長時間見たり

していると、ルールを守る意欲をそ

いでしまいます。大人がまず見本を

見せましょう。 

薄着・重ね着で 

 元気に過ごしましょう。 
 暑さもようやくひと段落し、朝夕の風には秋の気配が感じられるよう

になりました。また子ども達は、秋晴れの下、のびのびと体を動かして

います。１日の気温差が大きくなるこの時期は、体調を崩しやすくなり

ます。しっかり食べて、たっぷり眠り、規則正しい生活リズムで元気に

過ごしましょう。 

◎効果は約５か月間持続する 

 １０月から接種すれば、流行の始まりから、し

っかりカバーできます。 

① 手を濡らして

石鹸を付ける 

◎乳幼児は有効な免疫ができるのに２回目の接種

から２週間かかります。 

インフルエンザの 

予防接種を受けましょう 

⑥親指と手の平を

ねじり洗い 

⑤指の間を洗う 

●目やにが多いときは病院へ 

・目やにの量がいつもより増えた 

・２～３時間で目やにがたまる 

・黄色や緑色の目やにがでている 

炎症が起こっている可能性があり

ますので、早めに受診しましょう。 

ほけんだより 
 

③手の甲を洗う ④指先、爪の間

を洗う 

正しい手洗いしてますか？ 

⑦手首を洗う ⑧石鹸を流す 

②手の平を洗う 

 外気を肌で感じることで自律神経が整い、病気

への抵抗力が高まりますので、大人より１枚少な

めを目安に薄手の衣服を重ねる等して、調節を行

いましょう。 

正しいケアで 

  目を守りましょう 

目は、外の世界とじかに接しているため、傷つきやすい部位です。

大切な目を守るため、正しいケアを知っておきましょう。 


